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會 報

岡 山醫 學 會 第357囘 通 常 會

 同會 は 既記 の如 く本月20日 午後4時 より

岡山醫科大學第1講 堂に於て開會す,生 沼庶

務主幹開會を報 じ直 ちに左の講演 に移 る.

  1. 細胞 分裂促進線 に就 て

     生理學教室(主任生沼教授)

           小 坂 壽 君

 グルウイツチの稱へる細胞分裂促進線が有髓神

經繊維の興奮 した場合に發生するや否や,又菫 外

線が細胞分裂促進效果を有するや否や,更 に進ん

で此雨種光線が同一なりや否やに關して蛙坐骨神

經及び水銀燈を,,Lender"と し 「ビール」醸母

菌を,,Detektor"と して行つた實驗成績の概要

を述べ,興 奮せる蛙坐骨神經及び水銀燈による一

定波長の菫外線は細胞分裂促進作用があるも,之

を以て直ちに雨種光線は同一物なりとは斷じ難い

點を強調した.

  2. 末 稍味覺領域 に於 ける轉機 に

    就 て

     生理學教室(主任生沼教授)

           亀 井 俊 夫 君

 味感覺は所謂味のある物質が我々の口に入り,

唾液にとけ舌の乳頭内にある味蕾に達 し,之 より

刺戟が中樞部に傳達されて起るのであるが,此 末

稍部に於ける味覺形成は如何なる課程によるかに

就ては尚ほ不明であるが1919年Rengoistは蔗 糖,

乳糖竝に數種の中性鹽に就て實驗的に之を吸着現

象によつて説明した.余 は最近數種の糖類,酸 類

竝に中性鹽に就て之が追試を行ひたるにより其の

結果を申述べる.

 Rengoistは 種々の物質で同一強度の味感覺を起

すには同一時間に同一量味蕾に吸着さるべ しと考

へた.味 の種類が異れば同一張度を比較する事は

困難なる故,各 々の物質の味覺閾濃度を用ひた.

味覺閾濃度に於ては總べての物質は弱き甘味を呈

す.味 覺閾濃度の溶液が口中にて味蕾に吸着され

る割 はFrenudlichの 吸着 式 μ=αC1/nに 於 て恒 數

α及び1/nを 知れば分る.次 に吸着の速度に就て

はNernst等 によると速度恒數は擴散恒數に比例

するから擴散恒數をD.味 覺閾濃度をCrと すれ

ばD.α.Cr1/nな る積 が一 定で あ る事 とな る.此 處

にCrは 吸着 平衡 後の 溶液 の濃 度で あ るが 實際 上

測 定 困難 な の と且平 衡前 の濃 度 と殆 ど違は ぬ故 兩

者 同一 と見做 す.又Kellnerに 依 れば「アル リ」金

屬 竝 に輕 金屬 の鹽 類 は α及 び1/nが 同一 な るに よ

りD.Cr=Const.な る式 が成立 す る とな す.私

の 實驗 で は,擴 散 恒 數は 中 性鹽 は文 獻 に よ り,糖

類及び酸類はExner Oholmの 式 より

求 め た.但 しMは 分子 量で あ る.α 及び1/nは

Frenudlichの 實 驗 式 μ=α.C1/nの 對 數式log

μ=log α+1/n log C+に 於 てlog Cを 横軸 に,

log μ を縦 軸 に とれば この直線 の横軸 となす 角 の

正 切は1/nで 原 點 よ り直線 が 縦軸 と交 る點迄 の長

さはlog αな り.種 々の濃 度 の蔗 糖,葡 萄 糖,果

糖 を獸 炭 と共 に振盪 し夫 々 の場合 のC及 び μ よ

り α及 び1/nを 得た り.但 し蔗糖 の定 量 は檢糖 器

を用 ひ,葡 萄糖 及 び果 糖 はBeuedict氏 法に よれ

り.酸 數の α及 び1/nは 文獻 に よれ り.味 覺 閾濃
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度は先づ大略20℃ に暖めたる蒸餾水にて充分口

腔洗滌をなし種々の濃度の試驗液5ccと20℃ の

蒸餾水5ccと を比 して決定せり.結 果を表示すれ

ば第1表,第2表 の如 し.之 を要するに中性鹽で

は擴散恒數と味覺閾濃度との積は一定であり又非

電解質たる糖類ではD.α.Cr1/nの 値は略ぼ同一

であり,之 等の物質では末梢部に於ける味覺形成

は吸着により説明するを得ると考へる.

第1表

右終 りて午後5時 閉會す.

第2表

  ◎ 岡 山 醫 學 會 第358囘 通 常 會

同會は本年10月18日 午後4時 より岡山醫科大學 に於て開會す
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